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に至るまで約 70 年間という長い歴史を持つ。タイ国教育省の 2015 年のデータ及び 2012 年
度の国際交流基金の調査によると、タイには、高等教育機関が 156 機関あり、そのうち、日



















work･of･Reference･ for･Languages:･Learning,･ teaching,･assessment　以下 CEFR) が世界の
外国語教育に影響を与えている。日本でもこのCEFRを基準に作成された JF日本語教育ス








































































に言語体系を重視する日本語教育が行われている。多くの場合は、「Noun は Noun です」か
ら始まり、「Noun は Noun です・でした・ではありません」のように、活用（形）と意味（肯定、
過去、否定）の文法解説だけで終わってしまう。このため、間違った、または不適切な使い
方になってしまうことが少なくない。例えば、「わたしはマリアです。」と学習者に練習させ












































































































学は 10 年前から日本語スタンダード設定を試みてきた。2009 年版 JLC日本語スタンダーズ





































































計 1008 人の卒業生を社会に送り出している。2015 年現在、教員数は 17 人（タイ人 12 人、
日本人 5人）、主専攻の学生定員は 50 人（高等学校で日本語を学習した学生及び留学や日本










































使用状況について、卒業生を対象にアンケート調査を行った。回答者は 2009 年度～ 2013 年
度の卒業生合計 203 名で、2015 年の調査時、2014 年度の卒業生の名簿がまだ発表されてい
ないため、2013 年度までの卒業を対象にした。調査結果を項目別に述べていく。
・進路（％）
進路 2009 2010 2011 2012 2013 平均
就職 97.06 62.79 93.50 80.00 82.3 83.13
進学 2.94 11.63 4.40 8.57 4.40 6.39
就職活動中 0 0 0 11.43 13.30 4.95
無回答 0 25.58 2.10 0 0 5.54




仕事での日本語の使用頻度 2009 2010 2011 2012 2013 平均
よく 35.29 44.19 54.35 74.29 71.11 55.85
時々 38.24 25.58 19.56 20.00 8.89 22.45
全然使わない 11.76 20.93 4.35 0 2.22 7.85
無回答 14.71 9.30 21.74 5.71 17.78 13.85





よく使う日本語の技能 2009 2010 2011 2012 2013 平均
話す　 15.60 15.80 17.50 19.10 17.52 17.10
聞く　 13.00 14.90 17.73 19.20 18.80 16.73
読む　 17.80 15.80 15.99 15.50 16.24 16.27
翻訳 15.30 15.80 16.80 16.70 16.67 16.25
書く　 20.00 16.30 14.95 13.90 14.96 16.02
通訳 16.10 15.80 16.11 15.60 15.81 15.88
無回答　 1.70 3.20 0.93 0 0 1.17
その他　 0.70 2.30 0 0 0 0.60





仕事で抱えている問題 2009 2010 2011 2012 2013 平均
聞き取れない　 17.10 19.77 34.52 22.22 24.53 23.63
日本語で話せない・伝達できない　 22.90 25.58 33.33 16.67 0 19.70
タイ語に訳せない 17.10 22.09 0 13.33 17.92 14.09
専門用語が分からない 0 0 0 30 33.96 12.79
書類が読めない 8.60 17.44 15.48 8.89 11.32 12.35
日本語で書けない 10.00 11.63 10.71 8.89 9.43 10.13
習慣・マナーが分からない 0 0 5.95 0 0 1.19
その他　 8.60 3.49 0 0 2.83 2.98
無回答　 15.70 0 0 0 0 3.14
合計 100 100 100 100 100 100








































　「総合日本語」は週に 4コマ（1コマ＝ 90 分）、1学期で 16 週間、前期と後期を合わせると、
1年の学習時間は 192 時間となる。ただし、4年目になると、「総合日本語」は前期にのみあ
るため、4年間で「総合日本語」を学習する時間は 672 時間となる。
　「読解」「作文」は週に 2コマ、1学期で 16 週間、つまり 1学期の学習時間は 48 時間とな
る。1年目と 4年目には必須科目としての「読解」「作文」の授業はないが、2年目には後期
に、3年目には前期と後期に必須科目としての「読解」「作文」の授業が設けられている。従っ
て、4年間で「読解」を学習する時間は 144 時間、「作文」の場合も 144 時間となる。
　それに加えて、学科内選択科目として「聴解・会話」も履修する。「聴解・会話」は週に
2コマ、1学期で 16 週間、つまり 1学期の学習時間は 48 時間となる。1年目と 4年目には「聴
解・会話」はないが、2年目と 3年目には前期と後期に「聴解・会話」の授業が設けられて
いる。4年間で「聴解・会話」の学習時間は 192 時間となる。
　このように計算すると、日本語 (4 技能 ) の 4 年間の学習時間は合計 1,152 時間となる。
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1）「聞く」「話す」の Can-do 記述文
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　　　This study looks at the feasibility of applying Can-Do Statements-based Japanese language 
education to revise the current curriculum, set new language standards and develop textbooks for un-
dergraduate students studying the Japanese language in Thailand.
　　　Since the appearance of the CEFR and JF Standards, Can-Do Statements-based education has 
been at the core of Japanese language education. The Japanese Language Proficiency Test has been 
revised and is now based on Can-Do Statements. It is time to apply Can-Do Statements to Japanese 
language education in Thailand as well. Setting Japanese language standards based on Can-Do State-
ments for undergraduate students majoring in Japanese language at Thai universities has become un-
avoidable.  Based on the results of our research, the current Japanese language curriculum must be re-
vised to focus more on listening and speaking. Accordingly, new text books with this focus will need 
to be developed.  
 
